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【目標達成計画】

1 10

個々の利用者に応じた個々の利用者に応じた個々の利用者に応じた個々の利用者に応じた

支援の仕方を全ての職支援の仕方を全ての職支援の仕方を全ての職支援の仕方を全ての職

員で統一する。員で統一する。員で統一する。員で統一する。

カンファレンス時に個別

支援のサービス内容につ

いて話し合う。具体的な

支援・実施方法をケアプ

ランに落し込むことで、

全ての職員がそれを見て

統一したケアを行う。

６ヵ月

2 3

地域のイベントに積極地域のイベントに積極地域のイベントに積極地域のイベントに積極

的に参加する。的に参加する。的に参加する。的に参加する。

社会福祉協議会主催のイ

ベント「ふれあいサロ

ン」等地域の様々なイベ

ントに参加していただ

き、地域の方々との交流

を持っていただく。

６ヵ月

3 9

利用者の思いを把握し利用者の思いを把握し利用者の思いを把握し利用者の思いを把握し

日々のケアに活かせ日々のケアに活かせ日々のケアに活かせ日々のケアに活かせ

る。る。る。る。

モニタリングシートに

利用者の訴えを残し、

それをケアプランの意

向の欄に記載する。利

用者の意向に添ったケ

アを行う。

６ヵ月

4

5

注１）　項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。

注２）　項目数が足りない場合は、行を追加すること。

（別紙２）

現状における問題点、課題

利用者への支援を統一して

行うために施設サービス計

画書のサービス内容をもと

に全職員でより具体的な支

援・実施方法を記載した個

別支援計画書の作成をする

必要がある。

利用者が地域とつながりを

持ちながら暮らしつづける

ことができるよう支援に活

かす取り組みの工夫が必要

である。
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目　　　　標

目標達成に向けた具体的

な取組み内容

目標達成

に要する

期間

自ら思いや意向・希望を訴

えることが困難な状態に

なった時に活かせるように

利用開始後に把握できた利

用者の思いや意向・希望な

ども記録として残していく

必要がある。


